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①
最
大
の
問
題
点
は
地
震
に
対
し
て
危

険
な
こ
と
で
す
。
２
０
０
２
年
に
行
わ

れ
た
応
急
の
耐
震
補
強
工
事
に
よ
っ

て
、
地
震
が
来
て
も
一
遍
に
壊
れ
る
よ

う
な
事
態
が
起
き
な
い
よ
う
対
策
が
講

じ
ら
れ
て
は
い
ま
す
が
、
市
役
所
の
機

能
を
維
持
し
、
防
災
・
災
害
復
興
拠
点

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
の
は
困
難
で

す
。

②
将
来
の
組
織
形
態
や
職
員
数
を
ど
う

考
え
る
か
、
地
域
ご
と
の
市
民
セ
ン
タ

ー
を
ど
の
よ
う
に
充
実
す
る
か
と
い
っ

た
課
題
に
つ
い
て
は
、
今
後
十
分
検
討

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
分
散
し
て

い
て
狭
い
、
一
ヶ
所
で
用
が
足
り
な

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
し
た
り
市
民

活
動
を
展
開
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
、

駐
車
場
が
狭
い
な
ど
、
求
め
ら
れ
る
市

民
サ
ー
ビ
ス
に
対
応
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
庁
舎
の
分
散
は
、
執
務
効
率

の
低
下
を
招
き
、
賃
借
料
な
ど
の
増
大

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

③
給
排
水
や
冷
暖
房
な
ど
の
設
備
が
老

朽
化
し
て
い
ま
す
。
階
高
が
低
く
部
屋

も
狭
い
の
で
、
急
速
に
進
ん
で
い
る
Ｉ

Ｔ
化
へ
の
対
応
に
無
理
が
生
じ
、
か
つ

電
子
情
報
等
を
管
理
す
る
上
で
の
安
全

上
の
不
安
も
あ
り
ま
す
。
設
備
の
補
修

や
Ｉ
Ｔ
化
へ
の
改
修
を
繰
り
返
し
て

も
、
改
善
が
さ
ほ
ど
進
ま
な
い
、
維
持

管
理
費
が
か
さ
む
な
ど
問
題
が
残
っ
て

し
ま
い
ま
す
。　
　
　

④
ま
た
、
地
方
分
権
の
流
れ
の
中
で
、

将
来
的
な
行
政
の
方
向
性
、
す
な
わ

ち
、
行
政
と
市
民
、
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

が
協
働
し
て
公
共
を
担
う
「
共
治
」
の

方
向
性
に
対
し
て
、
協
働
の
場
と
し
て

の
「
共
的
な
空
間
」
の
確
保
が
現
在
の

固
定
化
し
た
庁
舎
で
は
困
難
で
あ
る
こ

と
も
大
き
な
問
題
で
す
。

（
１
面
か
ら
続
く
）

震
補
強
案
）
…
十
分
な
耐
震
補
強
を
行

い
、
建
替
え
等
は
も
う
少
し
先
に
行

う
﹈
、
﹇
Ｂ
案
（
南
側
別
棟
案
）
…
現

庁
舎
の
十
分
な
耐
震
補
強
を
行
い
南
側

に
別
棟
を
増
築
す
る
﹈
、
﹇
Ｃ
案
（
段

階
建
設
案
）
…
南
側
に
別
棟
を
増
築

後
、
早
め
に
現
庁
舎
を
建
替
え
て
２
棟

の
庁
舎
と
す
る
﹈
、
﹇
Ｄ
案
（
移
転

案
）
…
別
の
場
所
に
新
庁
舎
を
建
て
て

移
転
す
る
﹈
の
４
つ
の
案
で
す
。
そ
れ

ら
４
案
を
比
較
検
討
し
た
も
の
が
図

２
、
表
４
で
す
。

　

な
お
今
回
は
庁
舎
規
模
と
し
て
３
５

０
０
０
㎡
を
想
定
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
は
確
定
し
た
も
の
で
は
な
く
、
今
後

さ
ら
に
検
討
を
深
め
る
べ
き
数
値
で

す
。
今
回
の
と
こ
ろ
は
、
各
案
を
相
対

的
に
比
較
す
る
た
め
に
仮
に
設
定
し
た

延
べ
床
面
積
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
か

か
る
費
用
の
見
積
も
り
も
、
相
対
的
な

額
の
比
較
に
は
役
立
ち
ま
す
が
、
こ
れ

で
決
ま
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

図
２
、
表
４
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と

は
次
の
２
点
に
要
約
で
き
ま
す
。

①
費
用
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
差
が
認
め
ら

れ
ま
す
。
例
え
ば
Ａ
案
（
現
庁
舎
耐
震

補
強
案
）
は
当
面
の
費
用
は
少
な
く
て

す
み
ま
す
が
、　

〜　

年
の
間
に
は
構

２０

３０

造
的
・
設
備
的
寿
命
か
ら
し
て
建
替
え

が
不
可
避
と
な
る
、
分
散
庁
舎
の
借
り

上
げ
費
用
が
か
さ
む
と
い
っ
た
理
由

で
、　

年
後
ま
で
の
全
体
的
費
用
は
高

５０

く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
長
期
的
、

相
対
的
に
は
Ｃ
案
（
段
階
建
設
案
）
、

Ｄ
案
（
移
転
案
）
が
安
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
両
者
の
差
は
さ
ほ
ど
大
き
い
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
現
庁
舎
の
耐
震
補
強
を
前
提
と
す
る

Ａ
案
や
Ｂ
案
は
、
費
用
が
か
さ
む
こ
と

に
加
え
、
現
在
の
敷
地
で
段
階
的
に
建

替
え
る
Ｃ
案
も
含
め
て
、
長
期
間
に
わ

た
っ
て
庁
舎
の
分
散
状
態
や
引
越
し
、

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。

②
庁
舎
の
分
散
や
狭
さ
が
解
消
さ
れ
る

こ
と
に
よ
り
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ

ス
（
注
４
）
の
実
現
や
来
庁
者
に
配
慮

し
た
職
場
配
置
、
相
談
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
な
ど
が
可
能
と
な
り
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
が
向
上
す
る
と
と
も
に
、
市
民
と
市

役
所
が
協
働
す
る
と
い
っ
た
、
こ
れ
か

ら
の
市
役
所
に
求
め
ら
れ
る
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
が
し
や
す
い
。

③
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
設
備
の
充
実
、

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
な
ど
へ
の
配
慮

が
し
や
す
く
、
市
民
や
職
員
の
空
間
と

し
て
の
質
を
格
段
に
向
上
さ
せ
ら
れ
る

と
と
も
に
、
維
持
管
理
費
や
借
り
上
げ

費
用
が
節
約
で
き
る
。

④
最
先
端
の
情
報
技
術
に
配
慮
し
た
設

計
が
可
能
と
な
る
た
め
、
進
み
つ
つ
あ

る
Ｉ
Ｔ
化
へ
の
対
応
が
し
や
す
く
、
ま

た
、
市
の
情
報
拠
点
と
し
て
、
よ
り
安

全
な
情
報
管
理
が
可
能
と
な
る
。

⑤
集
会
機
能
や
文
化
活
動
機
能
な
ど
、

市
役
所
以
外
の
ス
ペ
ー
ス
を
加
味
す
る

こ
と
へ
の
要
望
に
対
し
て
、
移
転
す
る

場
所
に
ゆ
と
り
が
あ
れ
ば
、
経
費
は
か

か
る
に
し
て
も
複
合
施
設
化
が
し
や
す

い
。

会
を
迎
え
て
、
ま
た
本
庁
と
支
所
と
の

関
係
等
に
お
い
て
、
町
田
市
の
行
政
運

営
は
ど
の
よ
う
な
方
向
性
を
も
つ
べ
き

か
が
検
討
さ
れ
な
く
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
庁
舎
と
い
う
「
ハ
コ
」
が
い
く
ら

良
い
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
た
と
し
て

も
、
魂
と
で
も
言
う
べ
き
「
行
政
の
今

後
の
方
向
性
、
市
民
と
行
政
の
関
係

性
」
の
問
題
が
忘
れ
ら
れ
て
い
て
は
市

民
の
納
得
は
得
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

「
共
治
」
の
方
向
性
の
論
議
も
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
現
在
、
長
期

計
画
や
新
オ
プ
テ
ィ
マ　

（
新
・
町
田

２１

市
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
）
な
ど
の
策
定

が
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
計
画
や

指
針
を
ふ
ま
え
、
市
が
こ
れ
か
ら
の
行

政
と
市
民
の
関
係
性
に
し
っ
か
り
し
た

方
向
付
け
を
行
い
、
ま
た
議
会
で
の
審

議
を
経
て
、
最
終
的
な
庁
舎
の
あ
り
方

が
決
ま
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

⑤
上
記
の
④
を
ふ
ま
え
た
と
き
、
来
春

に
本
委
員
会
が
終
了
し
た
後
に
、
ど
の

よ
う
な
体
制
と
方
向
で
庁
舎
問
題
の
次

段
階
の
検
討
が
な
さ
れ
る
べ
き
か
と
い

う
点
に
つ
い
て
、
最
終
報
告
に
は
書
か

れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

工
事
が
続
き
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
事
務

効
率
の
面
で
問
題
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
現
庁
舎
の
敷
地
に
か
か
っ
て
い

る
容
積
率
制
限
等
か
ら
、
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ

案
の
場
合
、
実
際
に
は
３
５
０
０
０
㎡

の
床
面
積
は
建
て
ら
れ
ず
、
５
０
０
０

㎡
程
度
は
依
然
と
し
て
分
散
庁
舎
を
前

提
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
容
積

率
の
緩
和
を
な
ん
ら
か
の
方
法
で
行
え

る
か
、
検
討
が
必
要
で
す
。

　

以
上
か
ら
し
て
、
適
切
な
用
地
が
得

ら
れ
る
な
ら
ば
、
Ｄ
案
す
な
わ
ち
移
転

に
よ
る
全
面
建
替
え
が
他
の
案
に
比
べ

て
相
対
的
に
優
位
性
が
あ
る
、
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
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図２　検討対象案の比較

　

こ
れ
ら
問
題
点
に
対
応
す
る
た
め
、

８
つ
の
案
か
ら
４
つ
の
案
を
現
実
的
な

も
の
と
し
て
選
び
、
比
較
検
討
し
ま
し

た
。
そ
れ
ら
は
、
﹇
Ａ
案
（
現
庁
舎
耐

　

Ｄ
案
を
採
用
し
た
場
合
、
次
の
よ
う

な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

①
地
震
に
対
す
る
庁
舎
の
安
全
の
確

保
、
機
能
の
維
持
が
図
れ
る
と
と
も

に
、
い
ざ
と
い
う
時
に
は
、
市
民
に
対

す
る
生
活
救
援
や
復
興
支
援
、
情
報
収

集
や
関
係
機
関
と
の
連
携
な
ど
、
防
災

・
災
害
復
興
拠
点
の
中
枢
と
し
て
必
要

　

以
下
の
項
目
に
つ
い
て
、
今
後
検
討

を
加
え
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

①
移
転
に
よ
る
庁
舎
の
統
合
・
全
面
建

替
え
を
選
択
す
る
場
合
に
、
森
野
２
丁

目
の
公
共
公
益
用
地
を
含
め
、
ど
の
場

所
が
最
も
適
切
で
あ
る
か
。

②
新
庁
舎
建
設
に
ど
の
程
度
の
費
用
が

か
か
る
か
。
ま
た
そ
れ
が
市
財
政
に
与

え
る
影
響
は
ど
の
よ
う
で
あ
る
か
。
短

期
的
あ
る
い
は
長
期
的
に
耐
え
う
る
も

の
で
あ
る
か
。

③
移
転
案
が
選
ば
れ
た
場
合
に
、
街
づ

く
り
や
地
域
活
性
化
の
視
点
も
含
め

て
、
新
庁
舎
周
辺
の
整
備
や
現
庁
舎
跡

地
の
利
用
な
ど
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

④
そ
し
て
庁
舎
建
設
に
お
い
て
最
も
大

切
な
こ
と
が
ら
で
す
が
、
分
権
の
時

代
、
市
民
と
行
政
の
協
働
の
時
代
に
お

い
て
、
あ
る
い
は
情
報
化
・
高
齢
化
社

　

委
員
会
で
は
、
今
回
の
「
当
面
の
ま

と
め
」
に
対
す
る
市
民
を
は
じ
め
と
す

る
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
も
参
考
に
し

て
、
さ
ら
に
検
討
を
進
め
ま
す
。
秋
頃

に
は
「
中
間
答
申
」
の
公
表
、
来
春
に

は
最
終
的
な
報
告
の
公
表
を
予
定
し
て

い
ま
す
。　

　

今
回
の
「
当
面
の
ま
と
め
」
の
発

表
に
合
わ
せ
て
、
委
員
会
主
催
に
よ

る
公
聴
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

○
日
時　

７
月　

日
（
日
）
午
後
１

２７

時　

分
〜
４
時

３０
○
場
所　

町
田
市
健
康
福
祉
会
館
４

階
講
習
室

【
公
述
人
募
集
】

　

「
当
面
の
ま
と
め
」
を
お
読
み
に

な
り
、
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
ら
れ

る
方
（
公
述
人
）
を
募
集
し
ま
す
。

○
資
格　

市
内
在
住　

歳
以
上
の
方

２０

○
募
集
人
数　
　

人
１０

○
公
述
内
容　

①
「
現
庁
舎
の
問
題

点
」
に
つ
い
て
②
「
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、

Ｄ
案
」
の
比
較
に
つ
い
て
③
「
今
後

に
検
討
す
べ
き
課
題
」
に
つ
い
て

○
公
述
時
間　

お
一
人
に
つ
き　

分
１０

○
応
募
方
法　

住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、
当
日
公

述
し
て
い
た
だ
く
内
容
の
要
旨
を
記

入
し
た
公
述
人
申
込
書
（
Ａ
４
用
紙

１
枚
１
０
０
０
字
程
度
ま
で
、
箇
条

書
き
可
）
を
７
月　

日
（
金
）
ま
で

１８

（
必
着
）
に
企
画
部
企
画
調
整
課
ま

で
お
送
り
く
だ
さ
い
（
フ
ァ
ッ
ク

ス
、
電
子
メ
ー
ル
可
）
。

※
な
お
、
公
述
人
申
込
書
は
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
除
い
た
部

分
に
つ
い
て
、
公
開
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
承
知
お
き
く
だ

さ
い
。

○
選
考
方
法　

定
員
を
超
え
る
申
込

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
公
述
人
申
込

書
の
内
容
に
基
づ
き
、
多
様
な
ご
意

見
を
い
た
だ
く
と
い
う
点
を
最
大
限

考
慮
し
な
が
ら
、
委
員
会
委
員
に
よ

り
公
述
人
を
選
考
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

○
選
考
結
果　

選
考
終
了
次
第
ご
連

絡
い
た
し
ま
す
。

【
傍
聴
】

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
日

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
１
５
０
席
用
意
し
て
あ
り
ま
す

（
先
着
順
）
。

※
会
場
の
駐
車
場
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

【
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

〒　

－

８
５
２
０
、
町
田
市
中
町

１９４

１－

　

－

　

、
町
田
市
企
画
部
企
画

２０

２３

調
整
課
庁
舎
問
題
担
当
11
７
２
４
・

２
１
０
３
、
6
７
２
４
・
１
１
７

２
、
Ｅ
メ
ー
ルc

t
y
0
0
8
_
m
@

city
.m
ach
id
a.to
k
y
o
.jp

＊５０年間に要する費用の累計（耐震改修費、増築・新築棟建設費、移転費、維持管理費、分庁舎借上費を含む）

公
聴
会
の
お
知
ら
せ

庁舎規模を３５０００㎡に
想定した理由

　町田市の将来人口を４０万人
と想定して、将来本庁舎に入
る職員数を推定し、その上で
総務省の「庁舎標準面積の算
定基準」により事務室等面積
の試算を行いました。これに
情報機器対応面積を加えて算
出した面積です。

ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
寄
せ
下
さ
い

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望

は
、
手
紙
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
７
２
４
・
１

１
７
２
）
、
電
子
メ
ー
ル
（
町
田
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
新
着
情
報
か
ら
ア
ク
セ
ス
で

き
ま
す
）
で
お
寄
せ
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
庁
舎
問
題
検
討
委
員
会
の
議
事

要
旨
な
ど
は
町
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

庁舎は平常時の災害予防、災害発生時の応急対策
やその後の復興活動の拠点として重要な役割を担
っています。特に災害発生時には災害対策本部と
して機能しなければならず、外部との連携や情報
の収集・発信を迅速とすることが望まれます。こ
れらを実現するためには一定のスペースの確保、
情報処理システムの構築に加え、通常の１．５倍の
耐震基準を満たすことが求められます。

防災・災害
復興拠点注１

ＩＴとは情報技術のことです。ＩＴを利用して事
務や業務の高度化と効率化を促し、組織内外との
コミュニケーションの円滑化、情報の共有化によ
る意思決定の迅速化を進めることをＩＴ化と呼ん
でいます。今後、ＩＴ化の進展にともない、イン
ターネットホームページなどを利用した行政情報
の提供や行政・市民の相互交流、申請・届出など
の手続きの電子化が進んでいく方向にあります。

ＩＴ化注２

これまでのように行政だけが幅広く大量の公共サ
ービスを提供するのではなく、行政と市民、企
業、ＮＰＯ法人（特定非営利活動法人）等がそれ
ぞれの特性に応じた役割を見出し、共に公共を支
えること。

共治注３

ＩＴ化に伴う情報ネットワークの活用により、各
種の行政サービスを総合的、複合的に提供するこ
と。例えば、戸籍や納税、福祉、教育など複数の
行政サービスに係る手続きが、究極的には１か所
で行えるようになること。

ワンストッ
プサービス注４

用　語　解　説

（凡例）◎：適している、○：条件付きで（または一部）適している

表４　検討対象案の評価
Ｄ案Ｃ案B案Ａ案

◎◎○○地震に対して安全な庁舎となり、防災・災害復興拠点
としての機能が確保できる

◎○○庁舎の狭あい・分散化が解消できる

◎◎○バリアフリー化、設備の充実、環境エネルギー問題な
どに対応できる

◎◎○急速に進むＩＴ化に対応できる

○集会機能・文化活動機能など市役所以外の施設を加味
し、複合施設化がしやすい

◎市民と市役所の交流・協働といったこれからの市の行
政に求められるスペースが確保できる

◎○○分庁舎の賃借料が軽減できる

◎当面の建設・改修費用が比較的かからない

３
�
問
題
点
へ
の
対
応

―
耐
震
補
強

や
建
替
え
等
に
関
す
る
４
つ
の
「
案
」

の
比
較

.

４
�
Ｄ
案
を
採
用
し
た
と
き
に
「
期
待

さ
れ
る
効
果
」

.

５
�
今
後
さ
ら
に
検
討
を
加
え
る
べ
き

事
項 .

□問
 

企
画
部
企
画
調
整
課
庁
舎
問
題
担
当
11
７
２

４
・
２
１
０
３

　

市
で
は
庁
舎
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
す
（
５
千
人
規
模
）
。
詳

し
く
は
広
報
第
１
部
を
ご
覧
下
さ
い
。


